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環境報告

 

日野自動車がかねてより開発を進めていた「モジュール化」による市場適格車の第一弾として、インドネシアにおいて中型トラックの新モデルを発売
しました。 
新モデルの生産が海外で最初に立ち上るのは、日野自動車として初めてのことです。

製品としての環境配慮はもちろん、製造および物流段階においても環境に配慮することで部品の梱包資材量、物流CO に低減効果を見込んでいま
す。 
この「モジュール化」について環境面の効果も含めて、特集記事としてまとめます。
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「モジュール化」は、日野自動車が2012年4月に発表した
「中期経営計画」で掲げた成長戦略の施策の一つです。

トラックなどの商用車は、お客様がビジネスに使う資本材
であり、積み荷や用途が多種多様であることから、製品の
スペック（例：搭載エンジン、車輪駆動方法、積載量など）
設定が多くなる一方で製品一種類あたりの生産台数は少
ない、いわゆる多品種少量生産となるのが特徴です。 
またこのスペック設定が増えるに従い、車両の部品点数
やその種類も増えていく傾向にあります。

そこで日野自動車ではモジュール化の考え方を採用し、
製品の基幹部分にある「コア部品」と、お客様ごとの要望
に応じてカスタマイズするための「周辺部品」に分けて考
えることで、生産および物流を効率化しました。

「コア部品」は共通化を進めて日本で集中生産する一方
で、「周辺部品」を中心に現地調達を増やすことで、市場
ごとに異なる多種多様な適格モデルを、つくり分けること
にしました。 
これにより、お客様のご要望に合った製品を、より短いリ
ードタイムでお届けすることが可能になります。



今回発売したインドネシア向け車両は、環境性能に優れたコモンレール
システム※エンジン搭載車両の車型設定を拡大させております。 
そのため、一般のディーゼルエンジン車両に対して今回の新モデルは約
13%燃費向上が図れます。

また市場の物流動向、お客様のニーズを反映させた車型設定により、輸
送効率を向上させ、燃料消費量・排出ガスの削減に貢献しています。

※コモンレールシステム：燃料を燃えやすい霧状に噴射して完全燃焼さ
せ、電子制御で燃焼のタイミングを最適化して排出ガスを低減しながら、
燃費やエンジン出力の向上を図る仕組み

この「モジュール化」による車両は、インドネシア
に続きタイにも導入しています。今後数年間で、
各地域・市場ごとにその地域・市場に適格化しな
がら導入先を広げてまいります。
世界各国でお客様にお使いいただくことで、お客
様のビジネスのお役に立てると同時に、環境面
でも大きく貢献できると考えております。
これからも世界中のお客様に合った車両をより
タイムリーに提供していくことで、お客様に選ば
れるブランドであり続けたいと考えています。

1. 製造および物流段階の環境配慮

新モデルでは新モジュール化の考えで部品の種類分けを容易にすることで、生産リードタイムの大幅短縮が可能となりました。従来30%程度であった
部品の現地調達率を約60%まで向上し、部品物流の効率化に繋がっております。

これにより、物流段階で使用する梱包資材について従来に対し約27%の削減、物流CO 削減は約34%の削減となりました。

2. 製品の環境配慮
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今回生産が立ちあがったインドネシアを皮切りに、世界中に展開してい
こうとしている「モジュール化」による新型車は、環境配慮の点で大変意
義があると思っています。

たとえばお客様のニーズに合わせて、既に製造された車両を改造する
作業が生じた場合、不要となる資材や改造にかかるエネルギーなど環
境面での無駄を多く生みます。 
しかし、「モジュール化」によってはじめからお客様のニーズに合致した
製品をタイムリーに提供することができれば、そうした無駄を省くことが
できます。 
また物流に関しても、コアとなる部品を大量生産し、事前に輸送しておく
ことで、物流効率の大幅な向上を図ることができます。

新興国では、最新の排出ガス規制EURO-4の導入が検討されるなど、環
境への意識が急激に高まっています。 
そこで日野自動車では各国の規制レベルの違いに対応した車両をすぐ
に製造できるようなモジュール化も進めています。 
今後は、先進国向けの車両についてもさらなるモジュール化を進め、よ
り多様な組み合わせの車両が生産できるようになれば、環境への貢献
度もさらに高まるのではないかと思っています。


